
  



 

  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

G・G　練習 9:30～ 北堀公園 坪内・今川

民謡の会 14:00～16:00 万帖敷町自治会館 宮　杉

3 土 定例役員会 10：00～ 鈴木・高橋

4 日 雀友会(健康麻雀） 12：45～16：00 松　村

9 金 河本・小園

13 火 野間・坂田

15 木 ねんりんピック予選会 8：30～ 岩倉東公園 選抜6名

G・G　練習 9:30～ 北堀公園 藤井夫妻

民謡の会 14:00～16:00 万帖敷町自治会館 宮　杉

20 火 G・G　練習 9:30～ 北堀公園 細川・佐々木

22 木 深草カップ大会 8：30～ 淀競馬場

23 金 松村・瀬田

27 火 三宅・高橋

29 木 区労連大会 8：30～ 淀競馬場

30 金 G・G　練習 9:30～ 北堀公園 岩崎・田原

北堀公園

G・G　練習 9:30～ 北堀公園

G・G　練習 9:30～

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　7　年　5 月
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新
入
会
員
の
ご
紹
介 

庶
務
部 

 

鈴
木
美
恵
子 

東
部
―
２ 

 
 

中
西 

和
子 

様 
 

 

岩
山
町 

東
部
―
２ 

 
 

西
川 

博
子 

様 
 

 

岩
山
町 

令
和
７
年
度 

伏
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
担
当
委
員 

庶
務
部 

 

鈴
木
美
恵
子 

研
修
委
員
会 

宮
杉 

曠 

様 

体
育
委
員
会 

大
西
勝
彦 

様 

広
報
委
員
会 
髙
橋 

猛 

様 

若
手
委
員
会 

藤
田
元
茂 

様 

福
利
厚
生
委
員
会 

鈴
木
美
恵
子 

様 

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
京
都 

若
手
委
員
会 

初
夏
の
桂
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

主
催 

西
京
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 
若
手
委
員
会 

開
催
日
：
５
月
２
０
日
（
火
） 

集
合
場
所
・
時
間
：
嵐
山
河
川
広
場 

午
前
９
時
３
０
分 

コ
ー
ス
：
嵐
山
河
川
広
場

 

桂
川
河
川
敷

松
尾
橋

 

上
野
橋

西大
橋

西京
極
総
合
運
動
公
園
【
解

 

散
】 

所
要
時
間
：
約
２
時
間
（
約
５
・
２
キ
ロ
） 

※
髙
橋
が
参
加
し
ま
す
。 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
高
橋
ま
で
（090-4641-0777

） 

一
緒
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
ん
な
方
と
知
り
合
い
に
な
れ

て
楽
し
い
で
す
よ
。 

鳥
羽
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
て 

兜
山
町 

髙
橋 

猛 

４
月
１
５
日
（
火
）、
先
月
の
高
野

疎
水
べ
り
に
続
き
、
鳥
羽
街
道
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。
地
下

鉄
と
市
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
東
寺
前

の
「
西
九
条
児
童
公
園
」
に
集
合
。

参
加
者
約
５
０
０
名
、
伏
見
隊
（
２

８
名
）
の
一
員
と
し
て
、
鳥
羽
街
道

を
南
下
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
方
と

の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
く
、
１
時
間

４
５
分
ほ
ど
で
ゴ
ー
ル
の
竹
田
駅
に

到
着
。
帰
り
は
少
し
贅
沢
に
、
お
寿

司
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
い
た
だ
き
、
大

満
足
の
一
日
で
し
た
。 
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  雀
友
会 

第
二
回
春
季
大
会
の
結
果
報
告 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

幹
事 

 

松
村 

隆
行 

４
月
６
日
（
日
）
当
日
は
早
朝
雨
が
ぱ
ら
つ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
快
晴

に
な
り
参
加
者
も
無
事
会
場
に
到
着
さ
れ
、
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

一
回
戦
が
終
わ
り
１
６
時
２
０
分
頃
に
二
回
戦
が
終
了
。
そ
の
結
果
見
事

優
勝
さ
れ
た
の
は
高
橋
猛
殿 
何
と
二
回
目
は
７
万
４
百
点
の
高
得
点
を
た

た
き
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
回
戦
は
１
２
位
だ
っ
た
の
で
そ
の
凄
さ
が
わ
か
り
ま

す
。
計
９
万
３
千
４
百
点
で
し
た
。
一
体
何
の
役
で
上
が
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

ね
？ 

観
戦
し
た
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。
満
貫
・
跳
ね
満
の
連
発
？ 

そ
し
て
、
２
位
は
前
回
優
勝
の
野
間
康
夫
殿 

優
勝
得
点
と
は
２
千
点
の

僅
差
で
し
た
が
前
回
に
続
き
お
見
事
で
し
た
ね
。 

３
位
は
坪
内
俊
郎
殿
で
、
Ｂ
Ｂ
は 

藤
田
元
茂
殿
で
し
た
。 

こ
ん
な
風
に
和
気
藹
々
で
健
康
麻
雀 

を
す
る
の
は
良
い
で
す
ね
。 

頭
を
使
い
、
脳
神
経
が
過
敏
に 

な
り
ま
す
か
ら
脳
活
性
す
る
こ
と 

間
違
い
無
し
で
す
。 

次
回
は
、
夏
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、 

皆
さ
ん
体
調
管
理
に
は 

十
分
配
慮
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
。 

第弐回春季大会 １回戦（席）8名抽選 敬称略

氏　名 1回戦点数 順位 前順位 氏　名 2回戦点数 合　計 総合順位

(吾) 1 坪内　俊郎 19,000 13 優賞 1 野間　康夫 35,200 91,400 弐位

卓 2 岸岡　安雄 9,000 14 は 7 井上　秀昭 16,300 44,100 10

3 西出喜久子 27,800 6 11 河本　健一 31,600 52,200 9

4 大西　静代 50,000 2 14 岸岡　安雄 20,900 29,900 13

(雀) 5 野間　康夫 56,200 1 優賞 2 大西　静代 15,900 65,900 5

卓 6 出口常太郎 8,000 15 は 5 大西　勝彦 15,000 43,300 11

7 高橋　　猛 23,000 12 9 松村　隆行 10,600 38,500 12

8 井上さつき 26,800 10 13 坪内　俊郎 52,400 71,400 参位

(友) 9 井上　秀昭 27,800 7 優賞 3 森田　勝三 8,400 54,600 8

卓 10 松村　隆行 27,900 9 は 6 西出喜久子 33,000 60,800 6

11 瀬田ヨシ子 2,100 16 10 井上さつき 42,700 69,500 4

12 森田　勝三 46,200 3 16 瀬田ヨシ子 19,900 22,000 14

(会) 13 河本　健一 20,600 11 優賞 4 田原佐洋子 29,500 58,000 7

卓 14 田原佐洋子 28,500 4 は 8 藤田　元茂 -8,000 18,600 ＢＢ

15 大西　勝彦 28,300 5 12 高橋　猛 70,400 93,400 優勝

16 藤田　元茂 26,600 8 15 出口常太郎 7,100 15,100 16

　役満が出た場合は役満賞のみ贈呈します。出ない場合はＢＢ賞として贈呈

優勝者 高橋　猛 殿 三位 坪内　俊郎 殿

二位 野間　康夫 殿 ＢＢ賞 藤田　元茂 殿

席 誰に？

総合点数で順位は決めますが、同点数の場合は年齢で上の人が上位になります。

大会日　　4月6日（日）12：50～14：20　14：40～16：20～

席 誰に？

席 誰に？

席 誰に？
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  藤城ニューフレンドだより

健康部　岩崎徳次

＊　今年度より当部責任者が交代し、岩崎徳次が担当しますので宜しくお願い致します。

＊　第３７回全国健康福祉祭（ねんりんピックぎふ２０２５）の京都市予選会が５月１５日（木）

　 　岩倉東公園グラウンドで行われます。選抜１組６名をエントリーしました。

＊　「深草カップ」交流親睦大会が５月２２日（木）に淀競馬場公園で開催されます。

＊　区老連春季親睦大会が５月２９日（木）淀競馬場にて開催されます。男女夫々

　 　２７位までには、１０月の京都市老連大会の出場権が与えられます。

＊　令和６年度年間表彰項目達成者は以下の方々でした。おめでとうございます。（敬称略）

　年間表彰項目

坪内俊郎 19.32 田原佐洋子 20.08

坪内俊郎 43個 田原佐洋子 37個

今井良子 11/5

今川信枝 11/22

坪内俊郎

藤田元茂 11/26

男性 　　　　　令和７年 ３月 グラウンド・ゴルフ成績表

開催日 参加者 平均スコア H-1

14 9 22.14 3 大西、藤田、細川

18 10 20.95 4 岩崎、坪内、藤井、三宅

21 10 22.10 4 野間➁、藤田➁

計３日 29人 21.81 11 3ケ1人　2ケ１人、　１ケ6人

女性

14 10 22.90 4 瀬田➁、今川、藤井ス

18 10 22.85 2 坂田、瀬田

21 9 21.68 6 今川、小園、坂田、高橋、西村、藤井ス

計4日 29人 22.48 12 3ｹ１人、2ｹ3人、1ケ3人

    　　４月１１日（金）、練習開始に先立ち

   　　 年度初めの総会を開催。会計報告

   　 　大会等実績/予定/予算案説明と

　　　　役員改選、６年度年間表彰項目の

　　　　達成者表彰を行い、 ３０名で

       　新年度をスタートしました。

     

（左は総会参加者写真）

４月から渡辺さん、中西さん、西川さんが入部されました。よろしくお願いします。

■３月２８日の帰帆島親睦グラウンド・ゴルフツアーは、残念ながら雨天中止となりました。

ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

男性 女性

　　　　　ベスト平均スコア賞

最多ホールインワン賞

　ダイヤモンド賞 坪内俊郎 11/12

オール２打賞
10/22、11/8、3/18

4 



 

  

令和６年度　大会試合等実績 （2024/4/1～2025/3/31）

開催月日 大会名 主催団体 開催場所 参加人数

1 4月25日 区老連　春親睦大会 伏見区老人連合会 淀競馬場 10名

2 5月15日 ねんりんピック京都市予選会 京都市 岩倉東公園 6名

3 5月30日 深草カップ親睦大会 深草グラウンドゴルフクラブ 横大路運動公園 8名

4 6月14日 藤城ニューフレンド夏季大会 藤城ニューフレンド 北堀公園 23名

5 6月27日 健友会グラウンド・ゴルフ大会 泉健太事務所 淀競馬場 9名

6 9月17日 藤城ニューフレンド秋季大会 藤城ニューフレンド 北堀公園 21名

7 9月25日 区老連　涼風親睦大会 伏見区老人連合会 淀競馬場 8名

8 10月9日 市老連　すこやか大会 京都市老人連合会 岩倉東公園 2名

9 10月27日 体振　伏見区民大会 体育振興会 横大路運動公園 8名

10 11月17日 体振　市スポーツフェスティバル 体育振興会 西京極ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 4名

11 12月5日 区老連　秋親睦大会 伏見区老人連合会 淀競馬場 9名

12 12月3日 年忘れグラウンド・ゴルフツアー 藤城ニューフレンド ボスコヴィラ 16名

13 12月13日 藤城ニューフレンド冬季大会 藤城ニューフレンド 北堀公園 21名

14 1月8日 健友会グラウンド・ゴルフ大会 泉健太事務所 淀競馬場 10名

15 3月18日 藤城ニューフレンド春季大会 藤城ニューフレンド 北堀公園 20名

16 3月28日 親睦グラウンド・ゴルフツアー 藤城ニューフレンド 矢橋帰帆島公園 雨天中止

親睦行事 桃山城花見 中止

暑気払いランチビュッフェ 7/18　新阪急ホテル

令和７年度　大会試合等予定 （2025/4/1～2026/3/31）

開催月 大会名 主催団体 開催場所

1 4月 健友会グラウンド・ゴルフ大会 泉健太事務所 淀競馬場

2 5月 区老連　春親睦大会 伏見区老人連合会 淀競馬場

3 5月 ねんりんピック京都市予選会 京都市 岩倉東公園

4 5月 深草カップ親睦大会 深草グラウンドゴルフクラブ 横大路運動公園

5 6月 藤城ニューフレンド夏季大会 藤城ニューフレンド 北堀公園

6 9月 区老連　涼風大会 伏見区老人連合会 未定

7 9月 藤城ニューフレンド秋季大会 藤城ニューフレンド 北堀公園

8 10月 市老連　すこやか大会 京都市老人連合会 岩倉東公園

9 10月 体振　伏見区民大会 体育振興会 横大路運動公園

10 11月 体振　市スポーツフェスティバル 体育振興会 西京極ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

11 11月 区老連　秋親睦大会 伏見区老人連合会 未定

12 11月 藤城学区体育祭 体育振興会 藤城小ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

13 11月 健友会グラウンド・ゴルフ大会 泉健太事務所 未定

14 12月 年忘れグラウンド・ゴルフツアー 藤城ニューフレンド 未定

15 12月 藤城ニューフレンド冬季大会 藤城ニューフレンド 北堀公園

16 3月 藤城ニューフレンド春季大会 藤城ニューフレンド 北堀公園

暑気払い 7月～8月

親睦行事 親睦グラウンドゴルフツアー 5月・10月

忘年会・新年会 12月・1月

＊予定は諸事情で中止又は変更になる場合があります。
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営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 

「
藤
城
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
」
事
業
紹
介 

藤
城
学
区
社
会
福
祉
協
議
会 

 

宮 

杉 

曠 

介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
た
め
の
事
業
、
す
こ
や
か
学

級
を
令
和
７
年
４
月
１
０
日
（
木
）
に
「
藤
城
の
家 

よ
り
み

ち
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。 参

加
者
が
イ
ス
に
座
っ
て
大
き
な
円
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ

れ
が
手
に
持
っ
た
ボ
ー
ル
を
次
々
と
隣
の
人
の
手
に
送
っ
て

行
き
ま
す
。 

童
謡
を
歌
い
な
が
ら
の
ゲ
ー
ム
で
す
が
タ
イ

ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
落
ち
て
し
ま
う
場
面
が

多
々
あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
ゲ
ー
ム
に
な
り

ま
し
た
。 

第
三
木
曜
日
４
月
１
７
日
は
ク
ラ
フ
ト
で

す
。
デ
ス
ク
用
の
飾
り
パ
ネ
ル
を
作
成
し
ま
し

た
。
木
の
枝
に
留
ま
る
ウ
グ
イ
ス
の
絵
を
線
だ

け
を
残
し
て
切
り
取
り
お
好
み
の
色
紙
に
重

ね
て
透
明
な
ア
ク
リ
ル
板
で
挿
み
完
成
で
す
。 

。 
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「
お
出
か
け
た
い
ク
ラ
ス
」
活
動
報
告 

藤
城
お
出
か
け
た
い
ク
ラ
ス 

幹
事 

高
橋 

猛 

「
八
幡
の
背
割
り
桜
（
お
花
見
）
と
な
が
れ
橋
見
学
」 

４
月
９
日
（
水
）
午
後
よ
り
、
満
開
の
桜
情
報
を
受
け
て
急
き
ょ

「
お
出
か
け
た
い
ク
ラ
ス
」
の
活
動
と
し
て
お
花
見
を
決
行
し
ま
し

た
。
目
的
地
は
、
京
都
・
八
幡
市
の
名
所
「
背
割
り
桜
並
木
」
。
平
日

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
か
と
期

待
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
地
に
は
多
く
の
外
国
人
観
光
客
の
姿
が
あ

り
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
、
見
事
に
咲
き
誇
る
桜
並
木
の
美
し
さ
に
心
癒
さ
れ
、

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
混
雑
の
た
め
滞
在
時
間

は
短
め
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
分
に
桜
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
木
津
川
に
か
か
る
「
流
れ
橋
（
上
津
屋
橋
）
」
へ
移
動
。

こ
ち
ら
は
人
も
少
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。
日
本
最
長
の
木
造
橋
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
橋
は
、
名
前
こ
そ

よ
く
聞
い
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
目
に
す
る
と
両
岸
の
茶
畑
と
あ

い
ま
っ
た
そ
の
風
格
と
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。 

思
わ
ず
渡
っ
て
み
た
く
な
る
衝
動
に
駆
ら
れ
ま
し
た
が
、
参
加

者
の
足
元
を
考
慮
し
て
今
回
は
見
学
の
み
。
そ
れ
で
も
「
来
て
よ
か

っ
た
」と
思
え
る
、
心
に
残
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

※
毎
週
木
曜
日
に
は
、
買
い
物
支
援
を
し
て
い
ま
す
。 
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  春
の
高
野
疏
水
べ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に 

飛
び
入
り
参
加
し
て
き
ま
し
た
！ 

兜
山
町 

高
橋 

猛 

３
月
２
６
日
（
水
）
、
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
「
春
の
高
野
疏
水
べ

り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
飛
び
入
り
で
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
は
北
区

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会 
若
手
委
員
会
。 

集
合
場
所
は
北
大
路
橋
西
詰
北
側
の
鴨
川
公
園
。
清
ら
か
な
川

の
流
れ
と
せ
せ
ら
ぎ
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
約
７
０
０
名
の
参
加
者
と

と
も
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

伏
見
隊
の
一
員
と
し
て
軽
く
準
備
体
操
を
し
た
後
、
北
区
の
隊

を
先
頭
に
ゴ
ー
ル
の
銀
閣
寺
前
バ
ス
停
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
。
私

た
ち
は
最
後
尾
か
ら
の
出
発
で
し
た
が
、
道
中
の
高
野
川
や
白
川

疏
水
沿
い
の
景
色
を
の
ん
び
り
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
桜

の
蕾
は
ま
だ
硬
く
、
満
開
は
も
う
少
し
先
の
よ
う
で
し
た
が
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
る
穏
や
か
な
約
５
．
２
キ
ロ
・
２
時
間
の
コ
ー
ス
で
し

た
。 こ

の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
次
は
ぜ
ひ
身
近
な
方
々
に
も
声

を
か
け
て
一
緒
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
季
節
を
感
じ
な
が
ら

体
を
動
か
せ
る
、
気
持
ち
の
良
い
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
！ 

（
参
加
の
き
っ
か
け
は
、
伏
見
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

宮
本
会

長
か
ら
、
坂
田
若
手
委
員
長
の
手
伝
い
を
依
頼
さ
れ
、
固
辞
し
て
い

ま
し
た
が
、
内
容
を
知
る
た
め
参
加
し
た
次
第
で
す
） 
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  お
に
ク
ル
（
茨
木
市
文
化
・子
育
て
複
合
施
設
） 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

お
に
ク
ル
っ
て
変
わ
っ
た
名
前
だ
な
あ
と
思
っ
た
の
が
最
初
の
印

象
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
為
の
大
き
な
建
物
で
、
高
校
生
や
大
学
生
、

社
会
人
も
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。 

７
階
建
で
３
階
か
ら
最
上
階
ま
で
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
書
物
が

棚
に
置
か
れ
て
い
て
利
用
者
は
好
き
な
本
を
自
由
に
手
に
取
り
、

自
分
の
好
み
の
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
に
腰
か
け
て
読
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

１
階
か
ら
７
階
ま
で
高
速
の
エ
レ
ベ
ー
タ
が
あ
り
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
も
最
上
階
ま
で
あ
り
、
す
べ
て
の
階
が
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。 建

物
の
中
に
も
外
に
も
小
さ
な
子
ど
も
達
が
遊
べ
る
空
間
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
が
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
様
々
な
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
で
美
し
い
遊
び
場
だ
と
思
い
ま
す
。 

学
生
、
社
会
人
な
ど
様
々
な
人
達
が
好
き
な
本
を
見
つ
け
、
好

み
の
椅
子
に
座
り
読
書
に
勉
強
に
と
、
と
て
も
居
心
地
の
良
い
空
間

で
す
。
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会
、
料
理
教
室
、
も
の
づ
く
り
教

室
、
英
語
の
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
を
読
む
サ
ー
ク
ル
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
文
化

的
行
事
や
勉
強
会
が
日
々
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

最
上
階
に
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
あ
り
一
日
に
２
回
、
ヴ
ァ
ー
チ 

ャ
ル
な
星
空
を
観
察
で
き
ま
す
。 

茨
木
市
長
さ
ん
の
考
案
で
、
有
名
な
建
築
家
の
設
計
で
一
昨
年

に
完
成
し
、
物
凄
い
数
の
来
場
者
で
日
々
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に

日
曜
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
遠
く
か
ら
訪
れ
る
方
も
多

い
よ
う
で
す
。 

お
に
ク
ル
と
い
う
名
前
は
、
「
鬼
も
来
る
」ほ
ど
に
、
魅
力
が
あ
る

建
物
と
い
う
意
味
で
す
。
初
め
て
こ
こ
を
訪
れ
た
時
、
そ
の
あ
ま
り

の
素
晴
ら
し
い
建
物
に
感
動
し
ま
し
た
。 

１
階
に
は
広
い
カ
フ
ェ
が
あ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の
ド
リ
ン
ク
類
と

色
ん
な
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。 

何
と
い
っ
て
も
凄
い
の
は
本
の
種
類
と
数
の
多
さ
。
ま
た
本
棚
の

種
類
の
多
さ
と
テ
ー
ブ
ル
・椅
子
の
個
性
の
豊
か
さ
で
す
。
本
を
読

ん
だ
り
、
自
習
し
た
り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
・空
間
の
居
心
地
良
さ
が

最
高
の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
グ
ル
ー
プ
で
勉
強
で
き
る
個
室

が
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
も
用
途
も
多
種
多
様
で
す
。
料
理
教
室
や
モ

ノ
作
り
教
室
の
様
子
を
外
か
ら
も
見
れ
る
よ
う
に
全
面
ガ
ラ
ス
張

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

手
ぶ
ら
で
、
ぶ
ら
っ
と
訪
れ
て
一
日
中
こ
の
建
物
の
中
で
読
書
し

た
り
、
自
習
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
勉
強
や
会
話
を
楽
し
め
る
、
そ

ん
な
自
由
な
、
快
適
な
空
間
を
提
供
し
て
く
れ
る
建
物
で
す
。 

藤
城
学
区
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。
Ｊ
Ｒ

茨
木
駅
か
ら
で
も
阪
急
茨
木
駅
か
ら
で
も
徒
歩
１
０
分
で
行
け
ま 
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す
。 こ

の
２
つ
の
駅
と
駅
の
ち
ょ
う
ど
中
間
辺
り
に
建
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
円
（サ
ー
ク
ル
）の
オ
ブ
ジ
ェ
が
建
物
の
外
壁
に
付
い
て
い
る

の
で
す
ぐ
に
分
か
り
ま
す
。
こ
ん
な
素
敵
な
、
こ
ん
な
未
来
志
向
の

建
物
が
京
都
に
、
で
き
れ
ば
伏
見
に
欲
し
い
な
と
心
底
感
じ
る
位

に
、
素
晴
ら
し
い
建
築
物
で
す
。 

私
は
月
に
一
度
は
こ
こ
で
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
の
勉
強
会
に
参
加

し
て
い
ま
す
。 

藤
城
学
区
の
皆
様
。
ぜ
ひ
ぜ
ひ
一
度
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
、
お

に
ク
ル
を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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【伝
統
を
継
承
し
て
い
く
心
構
え
】 

 

  

 

こ
ん
に
ち
は
！ 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
の
院
長
、
清
水
友
浩
で
す
。 

元
気
で
す
か
？ 

毎
日
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
体
も
心
も
整
っ
て
ま
す
♪ 

今
月
の
実
年
会
だ
よ
り
で
は
、
京
都
・伏
見
の
地
に
根
付
く
伝
統
行
事
と

と
も
に
、
夏
へ
向
け
た
健
康
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。 

端
午
の
節
句
と
藤
森
神
社
の
「勝
運
の
神
様
」、
今
年
も
お
神
輿
を
担
ぎ
ま

す
の
で
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！ 

 

５
月
と
い
え
ば
、
「端
午
の
節
句
」。
も
と
も
と
は
男
の
子
の
健
や
か
な
成

長
を
願
う
日
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
古
代
中
国
の
厄

除
け
行
事
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
時
期
、
伏
見
区
に
あ
る
藤
森
神
社
（ふ
じ
の
も
り
じ
ん
じ
ゃ
）で
は
、

毎
年
５
月
５
日
に
有
名
な
「駈
馬
神
事
（か
け
う
ま
し
ん
じ
）」が
行
わ
れ
、
境

内
に
は
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
が
舞
い
ま
す
。 

こ
の
神
社
は**

「勝
運
と
馬
の
神
様
」**

と
し
て
知
ら
れ
、
か
つ
て
は
武
士

た
ち
が
戦
勝
祈
願
に
訪
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
今
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
や
受
験
生
、
経
営
者
の
方
ま
で
「こ
こ
ぞ
！
」と
い
う
時
に
訪
れ
る
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

実
は
私
の
先
祖
も
…
！ 

藤
森
神
社
と
の
ご
縁 

こ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
「そ
ー
な
ん
だ
！
」と
い
う
話
を
一
つ
。 

実
は
、
私
の
４
代
前
の
先
祖
が
、
こ
の
藤
森
神
社
の
駈
馬
神
事
で
馬
に
乗

っ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

家
の
古
文
書
を
調
べ
て
い
た
時
に
、
立
派
な
装
束
に
身
を
包
ん
で
馬
を
操

る
姿
が
書
き
残
さ
れ
て
お
り
、
藤
森
神
社
と
の
ご
縁
を
と
て
も
誇
り
に
感
じ

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
藤
森
神
社
に
は
「逆
さ
馬
の
絵
馬
」が
あ
り
ま
す
。
馬
が
逆
さ
に
描

か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
「勝
ち
運
が
舞
い
込
む
よ
う
に
」と
い
う
意

味
が
あ
る
と
さ
れ
、
全
国
の
競
馬
フ
ァ
ン
か
ら
も
人
気
な
の
だ
と
か
！ 

絵

馬
を
逆
さ
に
吊
る
す
の
は
一
見
奇
妙
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
「願
い
が
ひ
っ

く
り
返
っ
て
叶
う
」と
い
う
縁
起
の
良
い
文
化
で
す
。 

 

奇
数
月
は
開
運
の
タ
イ
ミ
ン
グ
？ 

端
午
の
節
句
は
５
月
５
日
。
「５
」が
重
な
る
こ
と
か
ら
、
縁
起
の
良
い
日

と
さ
れ
ま
す
。
実
は
、
１
月
１
日
、
３
月
３
日
、
５
月
５
日
、
７
月
７
日
、
９
月

９
日
と
い
っ
た
奇
数
の
重
な
る
日
（五
節
句
）は
、
昔
か
ら
季
節
の
節
目
と
さ

れ
、**

「運
を
切
り
替
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
」**

で
も
あ
る
の
で
す
。 

５
月
は
、
春
か
ら
夏
へ
の
移
り
変
わ
り
。
心
も
身
体
も
新
し
く
切
り
替
わ

る
に
は
ぴ
っ
た
り
の
時
期
で
す
。
「最
近
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
が
取
れ
な
い
な
」

「な
ん
と
な
く
不
調
が
続
い
て
い
る
」と
い
う
方
は
、
心
身
の
リ
セ
ッ
ト
を

意
識
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

夏
前
の
今
こ
そ
、
体
の
中
か
ら
整
え
る
チ
ャ
ン
ス
！ 

５
月
〜
６
月
は
、
夏
本
番
前
の
“仕
込
み
”期
間
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
、 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

  
 
 
 

院
長 

清
水 

友
浩 
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肌
の
露
出
も
増
え
る
た
め
、
体
型
や
姿
勢
が
気
に
な
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
で
は
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
っ
て
体
の

軸
を
整
え
、
代
謝
を
上
げ
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

・姿
勢
が
整
う
こ
と
で
、
見
た
目
の
印
象
も
ア
ッ
プ 

・自
律
神
経
が
整
い
、
冷
え
や
む
く
み
も
軽
減 

・ダ
イ
エ
ッ
ト
し
や
す
い
体
質
に
変
化 

・腸
の
動
き
も
良
く
な
り
、
便
秘
改
善
に
も 

 

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
施
術
は
「骨
を
ボ
キ
ッ
と
鳴
ら
す
だ
け
」で

は
な
く
、
神
経
の
通
り
道
を
開
き
、
体
の
自
然
治
癒
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。
運
動
や
食
事
制
限
に
頼
る
前
に
、
ま
ず

は
体
の
土
台
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。 

 

ご
相
談
は
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

「私
の
こ
の
症
状
も
カ
イ
ロ
で
変
わ
る
の
？
」 

「整
体
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
は
何
が
違
う
の
？
」 

「産
後
の
体
型
戻
し
に
も
い
い
の
？
」 

 

そ
ん
な
疑
問
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
大
亀
谷
し
み
ず

接
骨
院
で
は
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
体
に
合
わ
せ
た
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ

ッ
ク
施
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
も
、
姿
勢
改
善
、
腰
痛
、
肩
こ
り
、
冷
え
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
、
婦 

人
科
系
の
悩
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み
を
お
持
ち
の
方
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

ま
と
め 

５
月
は
、
歴
史
と
季
節
が
交
差
す
る
特
別
な
月
。 

端
午
の
節
句
を
通
し
て
、
古
き
良
き
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
自
分
自
身

の
健
康
に
も
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

そ
し
て
「今
年
の
夏
は
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
自
分
に
出
会
い
た
い
！
」

と
思
わ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

体
の
芯
か
ら
整
え
る
こ
と
で
、
心
も
前
向
き
に
。 

皆
さ
ま
の
健
や
か
な
５
月
を
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
は
交
通
事
故
の
治
療
も
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

日
常
の
ケ
ガ
も
手
当
て
し
ま
す
。
「あ
！
こ
け
ち
ゃ
っ
た
」「足
首
や
手
首

を
捻
挫
し
ち
ゃ
っ
た
」「
ぶ
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
」
場
合
や
、
ご
家
族
や
知
人

で
交
通
事
故
の
ケ
ガ
に
遭
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
柔
道
整
復
師
は
ケ
ガ
を
治
す
プ
ロ
で
す
。
「こ

れ
く
ら
い
大
丈
夫
」と
思
っ
て
放
置
し
て
骨
折
し
て
い
た
人
も
多
数
お
ら

れ
ま
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
ね
。 

ス
タ
ッ
フ
一
同
超
健
康
を
あ
な
た
へ
！ 

純
情
と
書
い
て
「す
な
お
」で

朗
ら
か
に
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。 

連 

絡 
先 a

d
io

life
c
h

iro
p

ra
c
tic

@
g
m

a
il.c

o
m

  

電
話
番
号 
０
７
５-

２
０
０-

６
１
２
４ 
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昭和クイズ （出題：三宅淳之）  （答えは 16ページに） 

第１問 

昭和４５年広島県の庄原町でゴリラに似

た謎の類人猿が目撃された？ことから

庄原町役場では「類人猿係」を設置して

対応にあたった時期があります。この類

人猿？何と呼ばれていたでしょうか？ 

第２問 

日本シャンソン界の先駆者、ブルースの

女王とも言われた歌手とは誰でしょう

か？ 

第３問 

３時間弱のコンサートの中で、およそ６

割がトークで、コンサートのトーク時間が

日本一長いと言われていた歌手とは誰

でしょうか？ 

第４問 

歌手の aiko さんのお父さんと友人で、

aiko さんが中学の時、歌手デビューし

たいと言った時「苦労するだけだからや

めておけ！」と言った昭和の歌手？とは

誰でしょうか？ aiko さんの方が売れ

ていますw 

第５問 

昭和５0 年に開催された、日本初の

50000 人以上のオールナイト野外コン

サートといえば何でしょうか？ 

第６問 

昭和の時代には変な校則がまかり通っ

ていました。その一つに「世良公則&ツイ

スト」に関するものがありました。どんな

校則だったでしょうか？ 世良さん本人

は「都市伝説…？」くらいに思っていた

そうですが後年本当だったとスタッフか

ら聞いたそうです。 

第７問 

東映映画『緋牡丹博徒』の主役、緋牡丹

のお竜役の女優さんは誰でしょうか？ 

第８問 

昭和 40 年代半ばから流行り出した、暴

走族の車に多く見られた、タイヤがホイ

ールハウスに当たりそうなほど、バンパ

ーが地面スレスレになる程、車高を低く

した車の事を何というでしょうか？ 

 

鳥羽高校男子バスケットボールトレーナー 

バスケットボール京都府代表チームトレーナー（少年男子） 2023・2024 

北田 義博 
京都市南区梅小路通大宮東入古御旅町 223 番地 

ＴＥＬ 090-8192-3709 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー
川

柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ
社
編

集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
孫
が
言
う 

向
う
の
爺
ち
ゃ
ん 

一
万
円 

我
楽
多
（
男
性
・
大
阪
府
・
75

歳
・
無
職
） 

・
朝
食
時 

「夕
食
何
か
」と 
聞
く
夫 

ナ
オ
マ
マ
（
女
性
・
三
重
県
・
63

歳
・
主
婦
） 

・
老
人
会 

薬
の
量
で 

会
長
に 高

島
修
（
男
性
・
埼
玉
県
・
62

歳
・
会
社
員
） 

・
オ
レ
オ
レ
を 

待
っ
て
ま
し
た
と 

お
説
教 

田
中
伯
子
（
女
性
・
岐
阜
県
・
73

歳
・
主
婦
） 

・
最
新
の 

病
名
も
ら
い 

得
意
顔 

橋
立
英
樹
（
男
性
・
新
潟
県
・
46

歳 

公
務
員
） 

・
老
二
人 

地
球
儀
回
し
て 

旅
の
夢 

石
川
昇
（
男
性
・
東
京
都
・
59

歳
・
会
社
員
） 

・
真
夜
中
に 

ト
イ
レ
に
並
ぶ 

夫
婦
か
な 

徳
田
瑞
木
（
女
性
・
大
阪
府
・
70

歳 

無
職
） 

・
車
椅
子 

乗
り
た
い
私
が 

押
し
て
い
る 

井
田
富
江
（
女
性
・
神
奈
川
県
・
85

歳
・
無
職
） 

・
妻
と
俺 

い
つ
の
間
に
や
ら 

妖
と
怪 

木
爪
（
男
性
・
神
奈
川
県
・
77

歳
・
無
職
） 

・
電
話
出
ず 

駆
け
つ
け
さ
せ
る 

親
の
智
恵 

酒
井
具
視
（
男
性
・
東
京
都
・
37

歳･

会
社
員
） 

昭和クイズの答え 

第 1 問【ヒバゴン】  第 2 問【淡谷のり子さん】  第 3 問

【やしきたかじんさん】  第 4 問【円広志さん】  第 5 問

【吉田拓郎・かぐや姫インつま恋】  第 6 問【世良公則&ツイ

ストのコンサートに行っては行けないという校則】第7問【藤純

子さん・現 富司純子さん】  第８問【シャコタン】  
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  お
ひ
と
り
様
の
死
後
事
務
委
任
契
約 

 

      

今
回
は
突
然
亡
く
な
ら
れ
た
私
の
知
人
の
話
か
ら
始
め
て
い
き
ま

す
。
私
が
１
０
代
の
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
方
が
昨
年
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
歩
い
て
い
る
最
中
に
突
然
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
ら
れ

た
ん
で
す
。
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
し
た
周
囲
の
方
が
救
急
車
を

呼
び
、
警
察
も
す
ぐ
に
到
着
し
た
そ
う
で
す
。 

亡
く
な
ら
れ
た
そ
の
方
は
、
何
十
年
と
地
域
に
溶
け
込
ん
で
地
域
の

人
と
共
に
生
活
を
し
て
い
ら
し
た
の
で
周
囲
の
方
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
警
察
か
ら
は
身
元
確
認
は
親
族
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
と
言

わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

病
院
内
や
施
設
内
で
亡
く
な
ら
れ
た
ら
ま
た
別
な
の
で
し
ょ
う
が
、

ご
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
に
行
く
道
の
途
中
で
倒
れ
て
亡
く
な
ら
れ
た

ケ
ー
ス
な
の
で
、
身
元
確
認
が
必
要
だ
け
ど
、
ど
ん
な
に
親
し
く
て
も
身

元
確
認
は
近
所
の
人
で
は
で
き
な
い
と
…
。 

い
わ
ゆ
る
シ
ン
グ
ル
で
お
子
さ
ん
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
唯
一
の
肉
親

で
あ
る
８
０
代
の
お
兄
さ
ん
が
新
幹
線
に
乗
り
、
関
東
か
ら
関
西
ま
で

来
て
身
元
確
認
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

お
通
夜
で
お
兄
さ
ん
を
遠
目
に
見
た
の
で
す
が
足
腰
が
少
し
弱
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
そ
の
時
、
お
兄
さ
ん
を
見
な
が
ら
「
お
兄
さ
ん
が
い

て
、
本
人
確
認
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
け
れ
ど
…
も
し
も
お

兄
さ
ん
が
来
ら
れ
る
状
態
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
…
ど
う
な
っ
て
い
た
ん
だ

ろ
う
…
」と
思
っ
た
ん
で
す
。 

独
身
で
子
供
が
い
な
い
、
親
族
が
い
る
け
れ
ど
不
仲
、
或
い
は
親
族
も

い
な
い
な
ん
て
こ
と
、
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
ぁ
と

も
思
い
ま
す
。 

そ
ん
な
時
は
「死
後
事
務
委
任
契
約
」
を
生
前
に
結
ん
で
い
れ
ば
良
い

と
最
近
知
っ
た
の
で
簡
単
で
す
が
ご
説
明
し
て
い
き
ま
す
。 

自
分
が
高
齢
に
な
り
身
よ
り
も
な
い
場
合
、
任
意
後
見
契
約
を
結
ん

で
お
け
ば
良
い
と
思
わ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
確
か

に
そ
う
な
ん
で
す
が
、
委
任
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
契
約
が
終
了
し
ま
す
。 

つ
ま
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
後
は
何
も
で
き
な
い
ん
で
す
。
亡
く
な
っ
た

あ
と
っ
て
何
が
問
題
と
し
て
出
て
く
る
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
か
？ 

病
院
や
施
設
で
亡
く
な
ら
れ
た
と
し
て
入
院
費
（
家
賃
）
な
ど
諸
費
用

の
支
払
い
、
遺
体
引
き
取
り
の
手
配
、
葬
儀
社
の
手
配
、
病
院
（
或
い
は

施
設
）の
私
物
引
き
取
り
、
死
亡
届
の
提
出
、
火
葬
許
可
申
請
、
葬
儀
、
納

骨
、
各
種
保
険
証
の
返
却
、
年
金
の
停
止
手
続
き
、
各
種
税
金
の
納
付
、

も
と
も
と
賃
貸
の
家
に
住
ん
で
い
た
な
ら
ば
不
動
産
屋
と
連
絡
を
取
り

鍵
の
返
却
、
原
状
回
復
費
の
精
算
、
持
ち
家
を
放
置
し
て
い
た
ら
将
来

的
に
ゴ
キ
ブ
リ
や
シ
ロ
ア
リ
の
巣
に
な
っ
て
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
公
共
料
金
各
種
契
約
の
解
除
や
亡
く
な

っ 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 
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訪問リハビリマッサージ 
歩行困難で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方は 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です（施術時間３０分） 

三宅治療院  
初回訪問は無料です。料金・施術内容等、お気軽にお問い合わせください。 

電話 090-9887-0038 

三宅治療院のホームページはこちらの QR コードを 

スマホのカメラで読み取ってください 

た
こ
と
を
知
ら
せ
る
連
絡
先
作
成
か
ら
連
絡
す
る
な
ど
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。 

こ
れ
、
簡
単
に
箇
条
書
き
し
て
い
ま
す
が
大
変
で
す
よ
ね
？ 

病
院
や

介
護
施
設
に
ず
っ
と
遺
体
を
置
い
て
も
ら
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

し
、
先
祖
の
位
牌
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
簡
単
に
一
般
廃
棄
物
と
し
て
廃

棄
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
骨
は
ど
こ
へ
？ 

宗
旨
は
？ 

ど

こ
の
お
寺
、
ど
こ
の
お
墓
に
誰
が
ど
う
や
っ
て
持
っ
て
い
く
の
か
？ 

誰

が
い
つ
引
き
取
り
に
来
て
も
ら
え
る
も
の
な
の
か
？ 

自
宅
や
施
設
に

置
い
て
い
る
昔
の
写
真
な
ど
は
廃
棄
し
て
い
い
の
か
？ 

そ
れ
と
も
誰

か
渡
し
た
い
人
は
い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
？ 

郵
送
す
る
し
か
な
い
遠

い
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
人
に
郵
送
で
渡
し
て
欲
し
い
な
ら
ば
、
そ
の

郵
送
費
は
誰
が
ど
こ
か
ら
徴
収
し
た
ら
良
い
の
か
？ 

い
っ
た
ん
廃
棄

し
て
し
ま
っ
た
ら
元
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
く
て
、
廃
棄
に
か
な
り
の
覚

悟
と
責
任
が
残
っ
た
誰
か
が
背
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
諸
所
の
手
続
き
を
何
と
か
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
が
認
知
症

に
な
る
前
ま
で
に
成
年
後
見
、
身
許
引
受
、
身
許
保
障
、
遺
言
、
信
託
、

死
後
事
務
委
任
な
ど
の
制
度
を
く
み
あ
わ
せ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
け
ば
あ
る
程
度
は
安
心
で
き
ま
す
。 

自
分
が
亡
く
な
っ
た
時
の
準
備
が
完
璧
に
で
き
て
い
る
方
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
。
終
活
や
相
続
の
お
悩
み
に
つ
い
て
、
事
業
者
や
専
門
家
が

た
く
さ
ん
い
て
、
誰
に
何
を
聞
い
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
で
す
よ

ね
？ そ

ん
な
時
は
ネ
ッ
ト
で
「
三
宅
淳
之 

役
立
つ
健
康
」
と
検
索
し
て
い

た
だ
い
た
ら
【
保
存
版
】
６
０
代
独
身
女
性
の
た
め
の
終
活
完
全
ガ

イ 

 

ド
：
断
捨
離
か
ら
始
め
よ

う
！ 

と
題
し
た
ペ
ー
ジ
を

作
成
し
て
お
り
ま
す
。 

終
活
で
や
る
べ
き
こ
と

を
整
理
し
て
ご
案
内
し
て

く
れ
る
業
者
を
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。
何
か
の
ご
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 【保存版】60代独身女性のための終活完

全ガイド：断捨離から始めよう！ 
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「
人
」
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

 

 

  

「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
ま
す
。
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
ま
で

電
話
し
て
く
だ
さ
い
！
」 

画
面
い
っ
ぱ
い
に
表
示
さ
れ
た
赤
い
警
告
と
共
に
大
き
な
警
報

音
が
鳴
り
響
き
ま
す
。 

閉
じ
よ
う
と
し
て
も
ボ
タ
ン
が
見
つ
か
ら
ず
、
慌
て
る
ば
か
り
。

ど
う
直
せ
ば
い
い
の
か
…
。 

こ
れ
は
「
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
」
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ

れ
る
詐
欺
の
一
例
で
す
。
偽
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
警
告
画
面
で
恐
怖

心
を
煽
り
、
ウ
イ
ル
ス
除
去
の
名
目
で
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
を
要
求

し
ま
す
。
さ
ら
に
電
話
で
遠
隔
操
作
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す

る
よ
う
に
誘
導
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
を
乗
っ
取
ら
れ
保
存
し
て
い
る

情
報
が
盗
ま
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

も
し
こ
の
画
面
に
出
く
わ
し
た
場
合
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
左
上
に

あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
キ
ー
を
長
押
し
し
て
く
だ
さ
い
。
画
面
右
上
に
閉
じ

る
ボ
タ
ン
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
押
し
て
い
つ
も
通
り

閉
じ
て
く
だ
さ
い
。 

 

社
会
福
祉
法
人 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

 

管
理
部 リ

ー
ダ
ー 

奥
田 

祥
平 

このような画面になったら、冷静に上記の操作を行ってください。 
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そ
の
後
、
念
の
た
め
ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
安
全
を
確

認
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

 

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
私
は
法
人
の
情
報
シ
ス
テ
ム

管
理
者
を
担
っ
て
お
り
、
職
員
が
安
心
し
て
Ｉ
Ｔ
を
活
用
で
き

る
環
境
作
り
を
仕
事
に
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
最
も
対
策
が
必
要
な
の
は
人
的
脅

威
、
す
な
わ
ち
「
人
」
だ
と
感
じ
ま
す
。 

近
年
は
特
に
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
（
Ｉ
Ｔ
を
適
切
に
活
用
す
る
た

め
の
知
識
や
ス
キ
ル
の
こ
と
）
の
低
い
層
を
狙
っ
た
詐
欺
が
増
加

し
て
お
り
、
先
述
の
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
も
そ
の
一
つ
で
す
。 

ど
れ
だ
け
技
術
的
な
防
御
を
徹
底
し
て
も
、
人
の
心
理
的
な

隙
を
突
く
攻
撃
は
防
げ
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
を
啓
発
で
き
る
か
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。 

介
護
現
場
で
も
Ｉ
Ｔ
活
用
が
促
進
さ
れ
、
生
活
の
中
に
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
が
進
む
中
、
Ｉ
Ｔ
初
心
者
を
標
的
に
し
た
攻
撃
は
今
後

ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
人
に

基
本
的
な
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
正
し
い

知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、
Ｉ
Ｔ
は
恐
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な

く
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
力
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
拙
文
が
皆
さ
ま
の
Ｉ
Ｔ
へ
の
関
心
を
少
し
で
も
高
め
る

手
助
け
と
な
れ
ば
、
Ｉ
Ｔ
に
携
わ
る
者
と
し
て
喜
び
に
尽
き
ま

す
。 
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開
始
は
凶
。
尚
、
今
月
は
五
黄
の
暗
剣
殺
を
帯
び
る
の
で
、
よ
り
良

い
防
御
策
を
講
じ
て
、
災
い
を
未
然
に
防
ぐ
努
力
を
す
る
こ
と
。
変

化
の
月
で
現
状
維
持
に
つ
と
め
る
こ
と
。
吉
方
位
は
東
南
、
西
北
・

東
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
離
別
若
し
く
は
病
気
、
口
舌
等
起
こ
り
や
す
い
。
然
し
西
ま
た
は

戌
亥
方
か
ら
思
わ
ぬ
人
の
助
け
が
あ
る
。
自
信
を
持
っ
て
積
極
的
な

行
動
が
出
来
る
時
で
、
不
思
議
な
出
会
い
も
あ
り
、
離
れ
て
い
た
者

が
便
り
を
し
て
き
た
り
と
力
に
も
な
る
と
き
で
す
。
物
事
は
月
の

前
半
に
処
理
を
す
る
こ
と
遅
ら
せ
ば
駄
目
で
す
。
吉
方
位
は
西
北

・
西
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
家
内
に
病
人
や
盗
難
な
ど
が
あ
り
が
ち
な
の
で
注
意
す
る
と
よ
い
。

親
し
い
人
と
の
離
別
平
運
な
れ
ど
も
家
内
に
病
人
、
又
は
盗
難
等
あ
り

が
ち
故
注
意
す
る
が
よ
い
、
普
請
、
移
転
、
婚
姻
等
駄
目
で
す
。
厳
し

い
月
で
す
の
で
現
状
維
持
を
く
れ
ぐ
れ
も
肝
心
で
す
。
吉
方
位
は

西
北
・
西
。 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
他
人
の
事
で
時
間
と
金
銭
の
空
費
が
多
い
。
せ
っ
か
く
決
ま
っ
た
物

事
も
不
和
争
論
を
招
き
易
い
時
で
す
。
遠
方
の
取
引
き
に
手
違
い
が
生

じ
世
評
が
悪
く
な
っ
た
り
、
肉
親
や
知
人
の
間
に
争
い
が
起
き
易
い
た 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

五
月
（
八
白
土
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
月
六
日
（
立
夏
） 

か
ら
六
月
五
日
ま
で 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
盛
運
の
時
な
れ
ば
金
銭
上
の
利
益
が
あ
る
又
縁
談
な
ど
も
至
極

よ
い
。
尚
、
目
上
の
引
立
あ
る
と
き
は
一
層
上
運
で
あ
る
。
業
務
も

順
調
に
立
っ
て
吉
な
れ
ど
人
と
の
口
論
を
注
意
す
る
こ
と
。
口
か
ら

の
災
い
、
失
言
、
災
厄
等
を
避
け
る
心
掛
け
が
必
要
で
す
。
吉
方
位

は
南
、
北
、
東
南
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
従
来
し
て
き
た
事
を
改
革
し
た
い
気
分
が
生
じ
る
月
で
あ
る
。
何

事
も
新
規
開
始
は
凶
。
訴
訟
や
論
争
が
生
じ
や
す
い
。
普
請
、
造
作 

令和 7年 5月八白土星 
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め
、
厳
重
な
注
意
が
必
要
で
す
。
来
月
の
良
い
運
気
に
向
け
て
の
準

備
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
東
北
・
東
・
西
北
。 

◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
昇
給
、
転
任
、
業
務
上
の
利
益
等
は
あ
る
が
、
家
族
の
病
難
、
年

少
者
の
心
配
等
心
を
悩
ま
す
事
も
あ
る
。
独
り
善
が
り
は
孤
立
の
危

険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
控
え
目
で
謙
虚
な
態
度
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
一
歩
退
き
、
範
囲
を
守
り
、
堅
実
な
行
動
を
す
る
事
で
す
。
吉

方
位
は
東
南
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

→
ま
す
ま
す
運
気
に
勢
い
が
出
て
き
て
、
何
事
に
も
意
欲
的
に
な
れ
ま

す
。
諸
事
好
調
に
運
ぶ
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず
積
極
的
に
す
る
方
が

よ
い
。
こ
と
に
辰
巳(

東
南)

方
か
ら
思
い
が
け
な
い
好
事
が
到
来
す
る

こ
と
が
あ
る
。
未
婚
の
男
女
は
相
手
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ス
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
吉
方
位
は
西
・
東
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

→
滞
運
の
月
だ
か
ら
何
事
も
控
え
目
が
よ
い
。
平
常
持
病
の
あ
る
人

は
再
発
に
注
意
。
家
庭
の
紛
糾
や
金
銭
の
損
失
等
に
注
意
が
肝
要
。
焦

っ
て
暴
走
す
る
事
な
く
、
ど
っ
し
り
と
腰
を
据
え
て
、
冷
静
な
状
況
判

断
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
吉
方
位
は
東
南
・
西
北
・
東
。 

 

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
独
自
に
、
徐
々
に
進
め

る
方
針
な
ら
好
結
果
を
得

る
が
、
共
同
事
業
や
相
談

事
は
些
細
な
こ
と
か
ら
け

ん
か
や
争
論
が
起
こ
り
や

す
い
の
で
、
慎
重
な
態
度

で
臨
む
と
よ
い
。
現
状
維

持
で
静
観
し
て
い
る
の
が

一
番
の
月
で
す
。
吉
方
位

は
南
、
北
。 
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の
は
、
本
当
に
嬉
し
い
こ
と

で
す
。
次
は
ど
ん
な
花
を
植

え
よ
う
か
と
考
え
る
時
間

も
ま
た
、
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
す
。 

◎
万
博
が
始
ま
り
ま
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
も
盛
ん
に
宣
伝
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
「
じ
ゃ
あ
実

際
に
行
く
か
？
」
と
聞
か
れ

る
と
、
今
の
と
こ
ろ
は
△
と

い
う
気
持
ち
で
す
。
と
り
あ

え
ず
は
、
公
式
サ
イ
ト
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。 

実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
四
百
六
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
七
年
五
月
一
日
発
行 

 
 
 

 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
  

  

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

（0
9

0

―4
6

4
1

-0
7

7
7

番
） 

 
 
 a

d
o
ta

ka
@

ca
rro

t.o
cn

.n
e
.jp

 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
一
気
に
暖
か
く
な
り
メ
ダ
カ
の
産
卵
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
卵
を
別
の
鉢

に
移
し
て
孵
化
し
て
い
な
い
か
見
つ
め
る
毎
日
で
す
。
本
当
に
待
ち
遠
し

い
で
す
。 

◎
最
近
、
早
朝
の
ま
だ
暗
い
時
間
帯
に
「
ピ
ー
ピ
ュ
ッ
ピ
ュ
ッ
」
と
甲
高
い
鳥

の
鳴
き
声
が
響
い
て
き
ま
す
。
聞
き
慣
れ
な
い
声
だ
っ
た
の
で
近
所
の
方

に
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
の
鳴
き
声
だ
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
ス
ズ
メ
や
ウ
グ
イ
ス
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
は

聞
き
慣
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
鳥
の
声
は
今
ま
で
耳
に
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
電
線
や
ア
ン
テ
ナ
に
止
ま
っ
て
い
る
姿
を
よ

く
見
る
と
、
羽
を
広
げ
な
が
ら
鳴
い
て
い
て
、
体
は
薄
い
青
色
、
胸
の
あ

た
り
は
茶
色
っ
ぽ
く
見
え
ま
し
た
。
あ
れ
は
求
愛
の
声
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
と
こ
ろ
で
、
昔
か
ら
い
る
ヒ
ヨ
ド
リ
は
ど
こ
に
い
る
の
で
し
ょ
う
。

姿
を
見
か
け
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
少
し
気
に
な
り
ま
す
。 

◎
ま
た
や
ら
か
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
近
は
早
く
目
が
覚
め
る
日
が
多

く
、
「
た
ま
に
は
良
い
こ
と
を
し
よ
う
」
と
思
い
立
っ
て
、
朝
４
時
ご
ろ
に

洗
濯
機
を
回
し
ま
し
た
。
洗
剤
ボ
ト
ル
の
中
身
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
詰

め
替
え
用
を
探
し
て
補
充
し
た
の
で
す
が
―
―
。
朝
に
な
っ
て
聞
こ
え
て

き
た
の
は
、
「
誰
、
柔
軟
剤
の
と
こ
ろ
に
洗
剤
を
入
れ
た
の
？
」
と
い
う

声
。
あ
あ
、
や
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
。
す
ぐ
に
白
状
し
ま
し
た
が
、
「
余
計

な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
一
気
に
後
悔
の
波
が
押
し
寄
せ
、

ど
っ
と
疲
れ
が
出
ま
し
た
。
ふ
て
寝
で
も
し
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
自
分
へ
の
罰
と
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と
、
庭
の
草
む
し
り
や
草
刈

り
を
一
日
が
か
り
で
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
は
、
へ
と
へ
と
に
な

っ
て
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
こ
み
ま
し
た
。 

◎
地
域
に
は
、
フ
ジ
や
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
サ
ツ
キ
を
は
じ
め
、
色
と
り
ど
り
の
草

花
が
咲
き
誇
り
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
藤
森
駅
前

の
花
壇
で
も
、
パ
ン
ジ
ー
、
キ
ン
セ
ン
カ
、
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
が
元
気
に
咲

き
、
行
き
交
う
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
花
壇
の
世
話
を
し
て

い
る
者
と
し
て
、
多
く
の
方
に
「
き
れ
い
ね
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
る
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